
【インデックス】
1 全産業（P.2）
2 建設業（P.3）
3 製造業（P.4）
4 卸売業（P.5）
5 小売業（P.6）
6 サービス業（P.7）
7 4月調査に寄せられたコメント（P.8）
8 日本商工会議所LOBO調査による業界動向（P.8）

〔調査方法〕

〔ＤＩ値とは〕

　【業況】…「好転」-「悪化」 　【売上】…「増加」-「減少」
　【採算】…「好転」-「悪化」 　【資金繰り】…「好転」-「悪化」
　【仕入単価】…「下落」-「上昇」 　【従業員】…「不足」-「過剰」
　【資金借入難易感】…「容易」-「困難」

〔調査対象業種〕
建設業 　総合工事業、設備工事業、職別工事業
製造業 　鉄鋼・金属製品・機械器具製造業、食料品・印刷・窯業・土石製品製造業
卸売業 　建材・鉱物・機械器具卸売業、飲食料品・衣服等卸売業
小売業 　飲食料品小売業、衣料・身の回り品・その他小売業
サービス業 　宿泊業、飲食サービス業、生活関連サービス業

〔調査対象数・回答状況〕
建設業 製造業 卸売業 小売業 サービス業 全産業

39 45 27 26 36 173
26 32 15 12 21 106

66.7% 71.1% 55.6% 46.2% 58.3% 61.3%

　会員企業1社に対して、毎月下旬に【業況】【売上】【採算】【資金繰り】
【仕入単価】【従業員】【資金借入難易感】の7項目について「前年同月比」
（※従業員ＤＩについては今期水準）および「向こう3ヵ月の先行き見通し」の
調査を依頼、翌月上旬までに寄せられた回答を集計し、その結果をＤＩ値で表
します。
　ＤＩ値は、実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の
相対的な広がりを意味します。

柏崎商工会議所

調査対象数

回答数
回答率（％）
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ー　令和４年４月期　ー

　ＤＩ値（景況判断指数）とは、「増加・好転」などの回答割合から「減
少・悪化」などの回答割合を引いたもので、景況感の方向、強弱を示しま

業　種
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◆概況（全産業合計）

21年11月 21年12月 22年1月 22年2月 22年3月 22年4月

▲ 21.9 ▲ 18.9 ▲ 41.6 ▲ 45.5 ▲ 31.5 ▲ 30.4

▲ 21.1 ▲ 15.8 ▲ 18.2 ▲ 33.9 ▲ 32.7 ▲ 25.7

▲ 16.5 ▲ 16.6 ▲ 24.9 3.0 ▲ 25.3 ▲ 23.8

▲ 17.4 ▲ 8.2 ▲ 8.9 ▲ 23.5 ▲ 23.2 ▲ 12.1

▲ 27.0 ▲ 19.1 ▲ 46.1 ▲ 50.0 ▲ 34.2 ▲ 30.5

▲ 26.9 ▲ 19.5 ▲ 20.8 ▲ 35.5 ▲ 34.7 ▲ 29.6

▲ 13.6 ▲ 6.2 ▲ 16.4 ▲ 21.9 ▲ 19.4 ▲ 9.3

▲ 16.6 ▲ 14.6 ▲ 15.2 ▲ 20.8 ▲ 20.7 ▲ 17.1

▲ 63.3 ▲ 60.9 ▲ 55.0 ▲ 68.3 ▲ 69.2 ▲ 66.6

▲ 55.8 ▲ 57.3 ▲ 57.6 ▲ 61.2 ▲ 65.3 ▲ 71.3

8.1 13.6 5.9 14.2 16.2 20.0

▲ 3.1 ▲ 4.5 ▲ 1.4 ▲ 5.3 ▲ 5.3 ▲ 1.5

＜移動平均分析（全産業）＞

資金借入難易感 柏　崎 ▲ 0.1

業況DIは▲30.4となり、3月期からわずかにマイナス幅縮小。
向こう3ヶ月（5月～7月）の先行き見通しの業況DIは▲29.0となる。

＜移動平均分析＞
移動平均分析のトレンドをみると、昨年8月期以降下降傾向で推移している。

柏　崎
仕入単価

▲ 17.1

全　国

項　目

▲ 29.0

▲ 72.1

資金繰り
柏　崎

採　算

柏　崎

従業員

売　上

柏　崎

▲ 17.1

先行き見通し
5月～7月

　時系列データでみた場合、データの変化が激しく、基本的な変化の傾向がつかみにくいことがありますが、移動平均という方法を用いること
により、データ全体の変化の傾向を解析することができます。
　ここでは、業況・売上・採算の三項目について、当該月を含めて過去6ヵ月分の平均値を連続的に求め、グラフ化しています。

業　況

全　国

柏　崎

▲ 67.4

全　国

全　国

全　国

▲ 14.6

▲ 28.0

▲ 34.0

▲ 28.9

全　国

▲ 19.3

▲ 33.7

柏　崎

23.7
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◆産業別調査結果

21年11月 21年12月 22年1月 22年2月 22年3月 22年4月

▲ 20.0 ▲ 33.3 ▲ 35.0 ▲ 43.5 ▲ 37.5 ▲ 34.6

▲ 18.2 ▲ 16.3 ▲ 21.5 ▲ 22.9 ▲ 23.6 ▲ 27.0

▲ 30.0 ▲ 41.7 ▲ 45.0 ▲ 56.5 ▲ 33.3 ▲ 30.8

▲ 15.8 ▲ 16.0 ▲ 19.8 ▲ 16.8 ▲ 22.0 ▲ 21.6

▲ 30.0 ▲ 41.7 ▲ 55.0 ▲ 52.2 ▲ 41.7 ▲ 38.5

▲ 22.7 ▲ 20.2 ▲ 22.4 ▲ 32.1 ▲ 26.7 ▲ 32.4

▲ 10.0 ▲ 12.5 ▲ 25.0 ▲ 26.1 ▲ 16.7 ▲ 15.4

▲ 5.8 ▲ 5.4 ▲ 7.7 ▲ 6.4 ▲ 8.7 ▲ 9.0

▲ 65.0 ▲ 54.2 ▲ 55.0 ▲ 65.2 ▲ 66.7 ▲ 69.2

▲ 76.7 ▲ 73.7 ▲ 71.4 ▲ 77.1 ▲ 78.9 ▲ 80.8

25.0 20.8 10.0 23.1 33.3 30.8

▲ 10.0 ▲ 8.3 ▲ 10.0 ▲ 8.7 ▲ 4.2 ▲ 7.7

＜移動平均分析（建設業）＞

先行き見通し
5月～7月項　目

売　上

【建設業】

▲ 50.0

▲ 26.1
業　況

柏　崎

全　国 ▲ 18.6

柏　崎 ▲ 38.5

全　国

資金繰り
柏　崎 ▲ 23.1

全　国 ▲ 11.4

採　算
柏　崎 ▲ 46.2

全　国 ▲ 37.5

仕入単価
柏　崎 ▲ 73.1

全　国 ▲ 83.5

従業員
柏　崎

全　国

53.8

▲ 29.4
資金借入難易感 柏　崎 ▲ 7.7

業況DIは▲34.6となり、3月期から2.9ポイントマイナス幅が縮小。
前月期に引き続き、職別工事業の半数以上の事業所が「悪化」と回答しており業態によって厳しい状況が伺
える。仕入単価DIは3月期からわずかにマイナス幅が拡大となり、依然として厳しい状況が続いている。先行
き見通しの業況DIは▲38.5と、マイナス幅が拡大する見通しである。

＜移動平均分析＞
移動平均分析のトレンドをみると、下降傾向で推移している。
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21年11月 21年12月 22年1月 22年2月 22年3月 22年4月

▲ 7.1 ▲ 16.7 ▲ 32.1 ▲ 28.6 ▲ 14.8 ▲ 18.8

▲ 13.7 ▲ 9.3 ▲ 6.9 ▲ 21.1 ▲ 25.0 ▲ 17.0

▲ 21.4 ▲ 8.3 ▲ 17.9 ▲ 21.4 0.0 ▲ 3.1

▲ 7.8 ▲ 0.4 ▲ 1.3 ▲ 13.5 ▲ 11.7 ▲ 1.4

▲ 17.9 ▲ 20.8 ▲ 42.9 ▲ 39.3 ▲ 25.9 ▲ 25.0

▲ 21.6 ▲ 15.6 ▲ 19.4 ▲ 30.4 ▲ 29.5 ▲ 27.7

0.0 8.3 ▲ 3.6 ▲ 7.1 ▲ 7.4 ▲ 9.4

▲ 14.1 ▲ 11.9 ▲ 12.7 ▲ 17.3 ▲ 18.2 ▲ 14.1

▲ 60.7 ▲ 66.7 ▲ 64.3 ▲ 82.1 ▲ 74.1 ▲ 75.0

▲ 64.5 ▲ 65.0 ▲ 68.3 ▲ 70.4 ▲ 74.9 ▲ 79.6

▲ 3.6 ▲ 8.3 ▲ 3.6 ▲ 7.1 0.0 18.8

3.6 8.3 7.1 3.6 3.7 9.4

＜移動平均分析（製造業）＞

▲ 26.3

項　目
先行き見通し

5月～7月

【製造業】

業　況

採　算
柏　崎 ▲ 21.9

全　国 ▲ 33.9

売　上
柏　崎

▲ 12.1

柏　崎 ▲ 15.6

全　国

▲ 80.0
仕入単価

柏　崎 ▲ 68.8

全　国

▲ 3.1

全　国

従業員
柏　崎 18.8
全　国 11.7

資金繰り
柏　崎 ▲ 9.4

全　国 ▲ 18.0

資金借入難易感 柏　崎 9.4

業況DIは▲18.8となり、3月期からマイナス幅が拡大。
仕入単価DIは▲75.0と、3月期同様のDI値となった。また、ウクライナ問題の長期化に伴う原材料供給の停滞
により、さらなる仕入単価の価格高騰が懸念される。
先行き見通しの業況DIは▲15.6と若干マイナス幅が縮小する見通しとなっている。

＜移動平均分析＞
移動平均分析のトレンドをみると、業況、売上DIで上向き、採算DIは横ばいの推移となっている。
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21年11月 21年12月 22年1月 22年2月 22年3月 22年4月

▲ 46.2 ▲ 17.6 ▲ 41.7 ▲ 53.8 ▲ 7.7 ▲ 26.7

▲ 20.8 ▲ 11.6 ▲ 18.1 ▲ 38.2 ▲ 33.3 ▲ 28.3

▲ 23.1 ▲ 5.9 ▲ 8.3 ▲ 46.2 ▲ 23.1 ▲ 13.3

▲ 11.3 0.0 ▲ 2.5 ▲ 20.9 ▲ 14.2 ▲ 8.0

▲ 38.5 ▲ 11.8 ▲ 41.7 ▲ 69.2 0.0 ▲ 53.3

▲ 19.2 ▲ 10.7 ▲ 17.6 ▲ 28.0 ▲ 31.6 ▲ 22.4

▲ 23.1 ▲ 11.8 ▲ 8.3 ▲ 15.4 ▲ 7.7 ▲ 13.3

▲ 10.8 ▲ 9.4 ▲ 11.3 ▲ 16.0 ▲ 16.4 ▲ 14.8

▲ 69.2 ▲ 70.6 ▲ 75.0 ▲ 92.3 ▲ 76.9 ▲ 86.7

▲ 48.8 ▲ 56.2 ▲ 52.5 ▲ 62.2 ▲ 68.4 ▲ 74.3
30.8 29.4 8.3 ▲ 7.1 23.1 13.3

▲ 7.7 ▲ 5.9 ▲ 8.3 3.6 0.0 0.0

　

＜移動平均分析（卸売業）＞

項　目
先行き見通し

5月～7月

【卸売業】

業　況
柏　崎 ▲ 40.0

全　国 ▲ 29.5

売　上
柏　崎 ▲ 26.7

全　国 ▲ 16.9

採　算
柏　崎 ▲ 46.7

全　国 ▲ 30.0

資金繰り
柏　崎 ▲ 13.3

全　国 ▲ 18.1

仕入単価
柏　崎 ▲ 80.0

全　国 ▲ 75.1

従業員
柏　崎 20.0
全　国 13.5

資金借入難易感 柏　崎 0.0

業況DIは▲26.7となり、3月期から19ポイントマイナス幅が拡大。
採算DIは▲53.3と3月期から大幅にマイナス幅が拡大しており、燃料価格の高騰に伴う物流コストの増加を
懸念する声も聞かれる。
仕入単価DIは▲86.7と前月期から拡大しており、厳しい状況が続いている。

＜移動平均分析＞
移動平均分析のトレンドは、業況・売上DIで上向きで推移しているが、採算DIは下降傾向の推移となった。
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21年11月 21年12月 22年1月 22年2月 22年3月 22年4月

0.0 ▲ 23.1 ▲ 53.8 ▲ 50.0 ▲ 41.7 ▲ 25.0

▲ 35.2 ▲ 30.0 ▲ 26.7 ▲ 43.8 ▲ 40.9 ▲ 39.5

0.0 ▲ 30.8 ▲ 23.1 ▲ 66.7 ▲ 50.0 ▲ 33.3

▲ 33.0 ▲ 19.0 ▲ 17.2 ▲ 38.9 ▲ 33.9 ▲ 23.6

0.0 ▲ 15.4 ▲ 38.5 ▲ 41.7 ▲ 33.3 ▲ 25.0

▲ 37.1 ▲ 27.1 ▲ 26.5 ▲ 43.1 ▲ 40.9 ▲ 34.3

▲ 28.6 ▲ 15.4 ▲ 38.5 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ▲ 16.7

▲ 25.9 ▲ 23.4 ▲ 21.4 ▲ 16.0 ▲ 25.9 ▲ 21.7
▲ 42.9 ▲ 53.8 ▲ 38.5 ▲ 41.7 ▲ 58.3 ▲ 50.0
▲ 45.4 ▲ 46.3 ▲ 50.2 ▲ 52.9 ▲ 52.6 ▲ 63.8

14.3 0.0 0.0 25.0 16.7 16.7

14.3 ▲ 15.4 ▲ 23.1 0.0 ▲ 16.7 ▲ 8.3

＜移動平均分析（小売業）＞

項　目
先行き見通し

5月～7月

【小売業】

業　況
柏　崎 ▲ 33.3

全　国 ▲ 38.1

売　上
柏　崎 ▲ 33.3

全　国 ▲ 27.4

採　算
柏　崎 ▲ 41.7

全　国 ▲ 38.1

資金繰り
柏　崎 ▲ 25.0

全　国 ▲ 24.3

仕入単価
柏　崎 ▲ 58.3
全　国 ▲ 65.0

従業員
柏　崎 8.3
全　国 12.1

資金借入難易感 柏　崎 ▲ 8.3

業況DIは▲25.0となり、3月期から16.7ポイントマイナス幅が縮小した。消費活動の機会が増加したことが要
因と考えられるが、仕入れ単価DIは▲50.0と、依然と厳しい状況が伺える。先行き見通しの業況DIは▲33.3と
マイナス幅が拡大する見通しとなっている。

＜移動平均分析＞
移動平均分析のトレンドをみると、3月期から下降傾向の推移となっている。
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21年11月 21年12月 22年1月 22年2月 22年3月 22年4月

▲ 31.8 ▲ 10.0 ▲ 45.5 ▲ 54.5 ▲ 43.5 ▲ 42.9

▲ 18.9 ▲ 12.5 ▲ 46.5 ▲ 43.2 ▲ 39.0 ▲ 21.1

▲ 9.1 ▲ 5.0 ▲ 27.3 ▲ 59.1 ▲ 43.5 ▲ 38.1

▲ 18.0 ▲ 5.9 ▲ 5.4 ▲ 25.8 ▲ 30.1 ▲ 9.1

▲ 36.4 ▲ 10.0 ▲ 50.0 ▲ 54.5 ▲ 47.8 ▲ 23.8

▲ 30.1 ▲ 20.6 ▲ 17.8 ▲ 39.5 ▲ 41.0 ▲ 29.1

▲ 18.2 ▲ 5.0 ▲ 13.6 ▲ 31.8 ▲ 30.4 0.0

▲ 21.0 ▲ 18.6 ▲ 19.1 ▲ 27.9 ▲ 28.0 ▲ 22.5
▲ 68.2 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 63.6 ▲ 69.6 ▲ 57.1
▲ 45.9 ▲ 48.4 ▲ 46.5 ▲ 48.4 ▲ 52.6 ▲ 62.1

0.0 25.0 13.6 13.6 13.0 19.0

0.0 0.0 0.0 ▲ 8.7 ▲ 3.3 ▲ 4.8

＜移動平均分析（サービス業）＞

業　況
柏　崎 ▲ 28.6

全　国

項　目
先行き見通し

5月～7月

【サービス業】

▲ 22.1

資金繰り
柏　崎 ▲ 9.5

全　国 ▲ 22.1

売　上
柏　崎 ▲ 38.1

全　国 ▲ 12.6

▲ 61.7
柏　崎
全　国

19.0

業況DIは▲42.9と、3月期同様のDI値となった。
3月期に引き続き、理容・美容業において「悪化」の回答が目立った。
先行き見通しの業況DIは▲28.6とマイナス幅縮小の見通しとなっている。

＜移動平均分析＞
移動平均分析のトレンドは、わずかに下降傾向の推移となっている。

20.2

▲ 61.9

全　国
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▲ 28.6

全　国
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▲ 29.4
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従業員
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【サービス業】 業況ＤＩ＜前年同月比＞の推移 柏崎 全国
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【小売業】
堅調な巣ごもり需要による飲食料品や日用品のほか、高額品の需要が堅調に推移する百貨店の売上
増加が寄与し、改善。一方、一部では気温の低い日が多く、春物衣料の動きが鈍いとの声も聞かれ
た。

【サービス業】
18都道府県におけるまん延防止等重点措置の延長に伴い、飲食・宿泊業では売上減少が続くもの
の、通販などの消費者向けの荷動きが増加した運送業やデジタル投資が堅調なソフトウェア業が押
し上げ、改善。

【建設業】
公共工事の下支えや住宅関連工事の持ち直しが続くものの、建設資材価格の上昇や設備機器の納期
遅れ・欠品に伴う工期長期化によるコスト増の影響が強く、ほぼ横ばい。

【卸売業】
原油価格高騰に伴う物流費や包装資材価格などの上昇による収益圧迫が続いているものの、内食向
けの飲食料品関連が全体を押し上げ、改善。

【製造業】
半導体・電子部品関連の工作機械は堅調に推移するものの、部品供給制約による生産調整が続く自
動車関連の受注回復が遅れており、悪化。食料品関連では、小麦粉などの原材料費の上昇に伴う負
担増を指摘する声も多く聞かれた。

◇【日本商工会議所LOBO調査による4月期の業況】

◇４月期調査に寄せられたコメント(自社の動向、経営上の課題など)

・ウクライナ問題や円安による原材料高騰により、全く先行きが不透明。
・一般のお客様にはご理解いただけないほどの価格上昇である。
・東南アジアのロックダウンの影響で製品の入荷に支障がある。半導体不足の影響であり、

＜建設業＞

　今後の入荷状況注視。
・市の住まい快適リフォーム事業が大変ありがたかったが、すでに終了と聞いており、追加
　予算をお願いしたい。

・「茹でがえる」の中小製造業が、原材料高でやっと熱いと気が付きはじめましたが、もう茹
　だっていて何もできない状態かもです。

　最後のあがきで値上げを先送りします。

＜製造業＞

・前回の値上げから半年で再度材料費の値上げあり。企業努力では、どうにもできない状態だが、

＜卸売業＞
・コロナウイルスの影響について、中国のロックダウンにより他アジア諸国からの物流にも大き

・新卒を採用した一方で、ベテランの退職もあり、人手不足感が続いている。

・売上の金額は価格改定をお願いしたため、単価上昇と比例。しかし仕入価格のバラバラな
　値上げが今後も続くと思われることもあり、利益となるとは限らず。また、交渉に余計な時
　間がかかり、作業効率の低下を招いている。

　な遅れが出ている。
・長期的な原料の高騰が予想される。

・客数減少、売上減、原価高、人件費の増加となっている。
・上海のロックダウンで問屋も中国からの商品の入荷が難しい状況で、ダブルパンチです。
・春商戦の商材が外国場産業で上がって来ず、売りたい新製品が入ってこなかった。
・ネット通販の売上が大きく推移した。昨対比356%、繁忙期なみの数値を獲得した。更に売上げ

　ある。

＜サービス業＞

＜小売業＞

・常連客も新型コロナウイルスの会合を延期したり、中止にしたりと自己防衛。我々には死活問題で

　拡大できると考え、配置転換で２名、EC(ネット)事業部へ注力していく。
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